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馬場毅（東亜同文書院大学記念センター）：鈴木 study of present day. But it is very academic. 




Suzuki: I would like to ・·· My question 
mentioned about several places in the Middle 
East. There is an institution for studying those 
areas. So I would like to compare with those 
kinds of institutions. Is it possible to compare 











Ms. Bastid-Bruguiere: Well. the French 多数ご参加いただきたいと思います。以上です。
institutions in the Middle East al the schools 休憩します。
which were the French schools. for instance 
there is a secondary school for long time in （休憩）
Istanbul. also in Cairo. these institutions were 
directed to training the local elite. not training 
the French. Occasionally French residents 
would send their children there but they would 
pursue studies to enter French university, 
not to stay there. So there was that kind of 
institution. Then there was another kind of 
institution, for instance, L’ institut Frarn;ais du 
Cairo. There is the same in Damask. then the E 
cole Franc;;aise d’Extreme-Orient and even the 
ｷ These institutions are research institutions. 
it is true, but usually most of them, or generally 
it was geared toward the past -old Japan or 
literature -not trade. I mean. generally it was 
not trade. It was antiquity. It was humanities. 
It was not practical and that is a big difference 
with the TDS which is practical. I think. Later 
on. for instance. recently the [inaudible] has a 
program on Japanese economic development or 


































































































































私は自分の通常 8 時半から 5 時まで、たいていは
















































































































































































































































































































































































た本マキシマムのお金が10 ドルです。そして 8 ド

















































































































































































































わけです。それプラス CJK なら CJK の言葉を分
類する段階で加味していくわけです。ただ分類す
る段階で CJK の言葉が入っていない情報もある
のです。したがって、 CJK の言葉でサーチした場
合には、それが入っていないものはヒットしない
ということになります。ですから、いちばんいい
のはローマ字でサーチすると両方のものが出てく
るということです。なぜかというと、 CJK ラング
イッジのものをそのままぶつけてボンとカタログ
はできないわけです。これは必ずローマ字化され
ないと。
だから、はっきり言いますとライブラリーコン
グレスのクラシフイケーションでクラシファイす
る場合には、まず100のところがローマ字が先で
す。その次に100のところが漢字、あるいはひら
がな、カタカナ、その次また200がローマ字、そ
して CJK と出てきます。だから常にパラレルで
入力しなくちゃいけないのです。今の CJK のカ
タロガーは。ただ、それは現代なのですが、そ
の前の情報は CJK がない場合があるのです。ミ
シガン大学で言えば1986年以降、すべての情報は
CJK を入れています。それ以前のものは全部ロー
マ字です。だから、その以前のものを引っ張りだ
すときにはローマ字で入力すれば全部出てくるわ
けです。現代のも出てくるし、過去のも出てくる
ということです。ただ、グーグルの場合は、グー
グルは全部を完壁な状態でやっているはずですか
ら、私はグーグルのほうは外部の人が使う場合、
お金を払った場合は、それは全部の情報が出ると
思います。ただ、 Hathi の場合は私どもの持って
いる記録ですから、グーグルがグーグルしてくれ
たものと、グーグjレしなかったもの、両方 Hathi
は抱えています。だからそのパーセンテージがど
欧米研究者から見た東亜同文書院
れだけかと言われると私も考えたことはないので ら…
すが、よろしいでしょうか。
木島：わかりましたo たぶん慶膳は考えざるをえ
ないことにはなっていると思いますが、ミシガン
大学の＼システムそのままでは CJK 文化圏では
簡単にはいかないのかな、という感触を私はもち
ました。
ニキ・ケンジ（ミシガン大学）：はい。 OPAC を
CJK でサーチすることは非常に簡単で可能性があ
るのですが、その場合には OPAC の中に入って
いる以前のものは CJK の言葉が付加されていな
いが、しかしたとえば「夏目激石の生涯j という
のが日本語で入力されていなくてローマ字だけで
入力されている時代のものに関しては、漢字とひ
らがなで「夏目散石の生涯」と入れても、理屈の
上では出てこないと思われます。ただ、 1986 年
以降我々が一生懸命 CJK を記録に付加しようと
やってきた記録に関しては両方入っていますか
ら、それはたぶん出てくると思います。機械がそ
れに関しては絶対に間違いを起こさないと思いま
すが。
木島：わかりました。最後の、持っているところ
が偉いのだということに関しては…
ニキ・ケンジ（ミシガン大学）：そうですね。で
すから持っているところは、要するに Hathi のす
べての、今の時点ですべての何百万とある情報の
中で70%のものはミシガン大学のものであるとい
うことは、あとの30%がほかの Hathi が入れてく
れた…だからほかの Hathi のグループはまだ全部
入れていないです。彼らがもっとどんどん入れて
くれれば、このパーセンテージは変わってくると
思いますが、今のところミシガン大学のすべての
ものを供給、出してしまったので、それで Hathi
Trust というグループを作り上げたので、今のと
ころ70%の情報はミシガン大学のすべての情報を
そこで見ることができる。それ以外に30%、ミシ
ガン大学が持っていないものもそこで見ることが
できると。だから、ほかのところから言わせれば、
30%のものは自分たちのものだけれども、あとの
70%の情報はミシガン大学のものだという。でも
自分たちが持っている数が少ないですから、ミシ
ガン大学のほうが多いですから、当然それはそう
だと思います。ですから、さっきおっしゃったよ
うに持っているところが偉いのではなくて、持っ
ているところが供給しなくてはいけないという形
になると思います。
木島：同文書院関係のものでいきますと持ってい
ニキ・ケンジ（ミシガン大学）：木島さんのその るところはやはり愛知大学がいちばん多いのかな
ものの言い方が僕にはちょっと納得がいかないの と。
ですが。偉いのではなくて、持っているところが
偉いというよりも要するに… ニキ・ケンジ（ミシガン大学）：そうですよ。
木島：いや、私は偉いというのよりも、むしろ持 木島：そうすると率先して公開をする努めが生じ
っているところは義務を負っていると考えないと るのかな、というふうに感じたりもしました。
いけないのかな、というふうに今日のお話を聞い
て少し考えを変えたところです。持っているとこ ニキ・ケンジ（ミシガン大学）：絶対にあります。
ろが率先して公開の方向に進んでいかないと、持 そうしてください、お願いします。
っていないところはどうしようもないわけですか
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木島：はい。どうもありがとうございました。
馬場毅（東亜同文書院大学記念センター）：それ
では時間となりましたので。どうもニキ先生、あ
りがとうございました。それでは第 4 報告になり
ますが、愛知大学の東亜同文書院大学記念センタ
｝の武井義和さんのご報告をお願いしたいと思い
ます。最初にちょっと武井さんの略歴をご紹介し
ます。 1995年に愛知大学文学部の史学科を卒業さ
れまして、 2006年愛知大学大学院博士後期課程を
終了されて、博士（中国研究）の学位を習得され
ています。 2006年から現在まで継続していますが、
東亜同文書院大学記念センターのポストドクター
の職を務められています。主な著作として、まず
博士の学位論文として「上海における朝鮮人社会
の歴史的考察 1910年から45年」という、ご存知
のように朝鮮人は戦前の場合は大日本帝国に所属
している日本人でしたので、それが上海にいた場
合にどうなるかという大変面白い問題を取り扱っ
ておられます。それから愛知大学の東亜同文書院
記念センターオープンリサーチセンターの 1 号に
載っていますが、「東亜同文書院に関する先行研
究の回顧と今後の展望」という研究史の整理をさ
れています。同じように研究史の整理で「中国に
おける東亜同文書院研究ムこちらの場合は中国
のほうですが、これは愛知大学の国際問題研究所
の132号に載っています。以上のように、特に愛
知大学の東亜同文書院記念センターに所属して、
東亜同文書院大学の研究では若手の注目株という
ことになるかと思います。それでは今日のご報告
の内容は「第 2 次大戦後の欧米における東亜同文
書院研究」ということです。よろしくお願いしま
す。
武井義和（愛知大学東車同文書院大学記念センタ
ー）：ただいまご紹介にあずかりました武井義和
でございます。よろしくお願いします。私の報告
の課題は第 2 次大戦後の欧米で、の東亜同文書院に
40 
関する先行研究の整理を行うものですが、その作
業を通じて、どのように同文書院を論じてきたの
かという点をおおまかながら述べていきたいと思
います。その上で、東亜同文書院を日中両国だけ
でなく、欧米も関連させてより一層国際的な広が
りをもっ研究へと発展させるための分析視覚につ
いて自分なりの見解を出してみたいと思います。
言語問題の関係上、アメリカにおける先行研究の
整理が中心となりますので、この点ご了承下さい。
きて、私のテーマは「第 2 次大戦後の歌米にお
ける東E同文書院研究j ですが、最初にお断りし
ておかなくてはならないことがございます。タイ
トルに欧米という言葉がついていますので、本当
でしたらヨーロッパとアメリカの研究動向を取り
上げなくてはなりません。しかし、私が理解でき
る言語の関係上、また、先行研究を調査して本日
までに得られた文献の関係上、アメリカで発表さ
れた研究を主に取り上げることになりますので、
その点をご了承ください。なお、英語の論文や図
書をいくつかご紹介しますが、その日本語訳につ
いてはこちらのレジメをご覧ください。
私は今までに日本と中国で発表された東亜同文
書院に関する研究の整理を行ってきましたが、欧
米における研究の整理は初めての試みでした。こ
のシンポジウムを迎える前の時間的余裕が必ず
しも十分とは言えない状況の中で調査を進めてま
いりましたが、端的に言いまして、日中両国に比
べて東亜同文書院を扱った研究は非常に少ないで
す。もっとも、私は今回東亜同文書院に限定して
調査を行いましたので、もう少し裾野を広げて、
たとえば中国近現代史、日本近現代史という幅広
い観点から見ていけば、わずかながらでも東亜同
文書院が関連的に取り上げられている研究もより
多く見い出せたかもしれません。
最初にこの点に関して二つほど事例を挙げた
